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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公表番号】特表2009-525285(P2009-525285A)
【公表日】平成21年7月9日(2009.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-027
【出願番号】特願2008-552512(P2008-552512)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ 409/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4418  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
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   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/02    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/16    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式（ＩＩ）によって表される化合物であって、

【化１】

　式中、Ｙ１が、置換されたイソオキサゾリルまたは置換された１Ｈ－ピロリルでないこ
とを条件として、Ｙ１が、任意に置換された単環式アリールまたは任意に置換された単環
式ヘテロアリールであり；
　Ｌ１が、－ＮＨＣＨ２－、－ＣＨ２ＮＨ－、－ＮＲ－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－
Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｓ）－、－ＮＲ－Ｃ（Ｓ）－、または－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ－からなる
群から選択されるリンカーであり；
　Ｘ１またはＸ２の一方がＣＨまたはＣＺであり、他方がＮであり；
　各Ｚが、独立に、低級アルキル、低級ハロアルキル、ハロ、低級アルコキシ、低級アル
キルスファニル、－Ｓ（Ｏ）ｐ－アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＲ、－（ＣＨ２）ｋＮＲＲ、
－（ＣＨ２）ｋＯＲ、－（ＣＨ２）ｋＳＲ、シアノ、ニトロ、または低級ハロアルコキシ
からなる群から選択され；
　Ｒが、各々独立して、－Ｈまたはアルキルから選択され；
　Ｒ３が、Ｈ、アルキル、ハロアルキル、ハロ、ハロアルコキシ、－ＯＲ５、－ＳＲ５、
または－ＮＲ６Ｒ７であり；
　Ｒ４が、ハロ、ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、
－Ｃ（Ｏ）ＳＲ５、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ９Ｒ１０、－Ｃ（Ｓ）Ｒ５、－Ｃ（Ｓ）ＯＲ５、－Ｃ
（Ｓ）ＳＲ５、－Ｃ（Ｓ）ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（ＮＲ８）Ｒ５、－Ｃ（ＮＲ８）ＯＲ５、－
Ｃ（ＮＲ８）ＳＲ５、－Ｃ（ＮＲ８）ＮＲ６Ｒ７、－Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＮＲ

５、－Ｓ（Ｏ）ｐＯＲ５、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ５）２、－Ｐ（
Ｏ）（Ｒ５）２、任意に置換されたヘテロシクリル、または任意に置換されたヘテロアリ
ールであり；
　Ｒ５が、各々独立に、Ｈ、任意に置換されたアルキル、任意に置換されたアルケニル、
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任意に置換されたアルキニル、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたシク
ロアルケニル、任意に置換されたヘテロシクリル、任意に置換されたアリール、任意に置
換されたヘテロアリール、任意に置換されたアラルキルまたは任意に置換されたヘテロア
ラルキル（heteralalkyl）であり；
　Ｒ６およびＲ７が、各々独立に、Ｈ、任意に置換されたアルキル、任意に置換されたア
ルケニル、任意に置換されたアルキニル、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換
されたシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロシクリル、任意に置換されたアリール
、任意に置換されたヘテロアリール、任意に置換されたアラルキルまたは任意に置換され
たヘテロアラルキルであるか；あるいは、Ｒ６およびＲ７が、窒素原子を伴って結合し、
任意に置換されたヘテロシクリルまたは任意に置換されたヘテロアリールであり；
　Ｒ８が、各々独立して、－Ｈ、ハロ、アルキル、－ＯＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ６Ｒ７であり；
　Ｒ９およびＲ１０が、各々独立して、Ｈ、任意に置換されたアルキル、任意に置換され
たアルケニル、任意に置換されたアルキニル、任意に置換された５～１４員環シクロアル
キル、任意に置換されたシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロシクリル、任意に置
換されたアリール、任意に置換されたアラルキル、任意に置換されたヘテロアラルキル、
あるいは任意に置換されたピリジニル、任意に置換されたチエニル、任意に置換されたピ
ロリル、任意に置換されたオキサゾリル、任意に置換されたイミダゾリル、任意に置換さ
れたインドリジニル、任意に置換されたイソオキサゾリル、任意に置換されたピラゾリル
、任意に置換されたイソチアゾリル、任意に置換されたピリダジニル、任意に置換された
ピリミジニル、任意に置換されたピラジニル、任意に置換されたトリアジニル、任意に置
換されたトリアゾリル、任意に置換されたピリジニル、任意に置換されたチアジアゾリル
、任意に置換されたピラジニル、任意に置換されたキノリニル、任意に置換されたイソキ
ノリニル、任意に置換されたインダゾリル、任意に置換されたベンゾオキサゾリル、任意
に置換されたベンゾフリル、任意に置換されたベンゾチアゾリル、任意に置換されたイン
ドリジニル、任意に置換されたイミダゾピリジニル、任意に置換されたテトラゾリル、任
意に置換されたベンズイミダゾリル、任意に置換されたベンゾオキサゾリル、任意に置換
されたベンゾチアゾリル、任意に置換されたベンゾチアジアゾリル、任意に置換されたベ
ンズオキサジアゾリル、任意に置換されたインドリル、任意に置換されたテトラヒドロイ
ンドリル、任意に置換されたアザインドリル、任意に置換されたイミダゾピリジル、任意
に置換されたキニザオニリル、任意に置換されたプリニル、任意に置換されたピロロ［２
，３］ピリミジル、任意に置換されたピラゾロ［３，４］ピリミジルまたは任意に置換さ
れたベンゾ（ｂ）チエニルからなる群から選択された任意に置換されたヘテロアリールで
あるか；あるいは、Ｒ９およびＲ１０が、窒素原子を伴って結合し、任意に置換されたヘ
テロシクリルまたは任意に置換されたヘテロアリールであり；
　ｑが、各々独立して、１～３の整数であり；
　ｋが、各々独立して、１～４の整数であり；
　ｎが、０、１、または２であり；
　ｐが、各々独立に、１または２である、化合物、
　またはその薬学的に許容される塩、溶媒和物、包接化合物またはプロドラッグ。
【請求項２】
　Ｙ１が、任意に置換されたフェニル、任意に置換されたピリジニル、任意に置換された
ピリダジニル、任意に置換されたイソチアゾリル、任意に置換されたチアゾリル、任意に
置換されたトリアゾリル、任意に置換されたオキサジアゾリル、任意に置換されたオキサ
ゾリル、任意に置換されたチアジアゾリル、または任意に置換されたチオフェニルである
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｙ１が各々独立に低級アルキルまたはハロから選択された１～２の置換基で置換されて
いる請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
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　Ｙ１がジフルオロフェニルまたは４－メチル－１，２，３－チアジアゾル－５－イルで
ある請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｌ１が－ＮＲ－Ｃ（Ｏ）－であり、Ｒが－Ｈである請求項１～４のいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項６】
　Ｒ４が、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、ハロアルキル、任意に置換されたオキサゾリル、任意に置
換されたチアゾリル、任意に置換されたイミダゾリル、任意に置換されたピリジニル、任
意に置換されたピラゾリル、任意に置換されたピロリル、任意に置換されたチオフェニル
、任意に置換されたフラニル、任意に置換されたチアジアゾリル、任意に置換されたオキ
サジアゾリル、または任意に置換されたテトラゾリルであり、好ましくは、オキサゾル－
２－イル、オキサゾル－５－イル、チアゾル－２－イル、チアゾル－５－イル、［１，３
，４］オキサジアゾル－２－イル、トリフルオロメチル、ピリジン－３－イル、ピリジン
－２－イル、－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ
（Ｏ）ＯＣＨ３である請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ３が、－Ｈ、クロロ、フルオロ、ブロモ、メチル、またはメトキシである請求項１～
６のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　ｎが０である請求項１～７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項９】
　ｎが１であり、Ｚがメチルである請求項１～７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｘ１がＮであり、Ｘ２がＣＨである請求項１～９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｘ２がＮであり、Ｘ１がＣＨである請求項１～９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　前記化合物が、
　Ｎ－[６－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－ピリジン－３－イル
］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－ピリジン－２－イル
］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－ピリジン－２－イル
］－３－メチル－イソニコチンアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－ピリジン－２－イル
］－３－フルオロ－イソニコチンアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　４－クロロ－３－［６－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－
イル］－安息香酸メチルエステル；
　３－［６－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－イル］－４－
メチル－安息香酸メチルエステル；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イ
ル］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－６－メチル－ピリジ
ン－２－イル］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル
］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－４－メチル－ピリジ
ン－２－イル］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
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　３－［５－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－２－イル］－４－
メチル－安息香酸メチルエステル；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［４－メチル－５－（３－トリフルオロメチル－フェニル）
－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－メチル－５－（３－トリフルオロメチル－フェニル）
－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　４－メチル－［１，２，３］チアジアゾール－５－カルボン酸［５－（２－クロロ－５
－トリフルオロメチル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－アミド；
　４－メチル－［１，２，３］チアジアゾール－５－カルボン酸［５－（２－クロロ－５
－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－アミド；
　４－メチル－［１，２，３］チアジアゾール－５－カルボン酸［５－（２－メチル－５
－オキサゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－アミド；
　４－メチル－［１，２，３］チアジアゾール－５－カルボン酸［５－（２－クロロ－５
－オキサゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－アミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－３－イル］－ベンズアミドヒドロクロリド；
　４－メチル－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（オキサゾル－５－イル）フェニル）ピリ
ジン－２－イル）－１，２，３－チアジアゾール－５－カルボキサミド；
　３－（６－ベンゾイルアミノ－ピリジン－３－イル）－４－クロロ－安息香酸メチルエ
ステル；
　４－クロロ－３－［６－（２－メチル－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－イル］－
安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（３－メチル－ピリジン－４－カルボニル）－アミノ］－ピ
リジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（３－フルオロ－ピリジン－４－カルボニル）－アミノ］－
ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（３－クロロ－ピリジン－４－カルボニル）－アミノ］－ピ
リジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－メチル－［１，２，３］チアジアゾール－５－カルボ
ニル）－アミノ］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－メチル－［１，２，３］オキサジアゾール－５－カル
ボニル）－アミノ］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（５－メチル－３Ｈ－［１，２，３］トリアゾール－４－カ
ルボニル）－アミノ］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－メチル－イソチアゾール－５－カルボニル）－アミノ
］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－メチル－チアゾール－５－カルボニル）－アミノ］－
ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－メチル－オキサゾール－５－カルボニル）－アミノ］
－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（２－メチル－２Ｈ－ピラゾール－３－カルボニル）－アミ
ノ］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　４－クロロ－３－｛６－［（４－フルオロ－イソチアゾール－５－カルボニル）－アミ
ノ］－ピリジン－３－イル｝－安息香酸メチルエステル；
　３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾル－２－イル－フェニル）－ピリ
ジン－２－イル］－イソニコチンアミド；
　３－メチル－Ｎ－［６－（２－メチル－５－オキサゾル－２－イル－フェニル）－ピリ
ジン－３－イル］－イソニコチンアミド；
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　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－メチル－６－（３－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［４－メチル－５－（３－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－メチル－５－（３－オキサゾル－２－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾル－２－イル－フェニル）
－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジ
ン－２－イル］－イソニコチンアミド；
　３－メチル－Ｎ－［６－（２－メチル－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジ
ン－３－イル］－イソニコチンアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－チアゾル－２－イル－フェニル）
－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－チアゾル－２－イル－フェニル）
－ピリジン－３－イル］－ベンズアミドヒドロクロリド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル
］－３－メチル－イソニコチンアミド；
　Ｎ－［６－（２－クロロ－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－３－イル
］－３－メチル－イソニコチンアミド；
　Ｎ－［６－（２－クロロ－５－チアゾル－２－イル－フェニル）－ピリジン－３－イル
］－２，６－ジフルオロ－ベンズアミド；
　３－［５－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－２－イル］－４－
メチル－安息香酸エチルエステル；
　３－［６－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－イル］－４－
メチル－安息香酸エチルエステル；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾル－５－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－オキサゾル－５－イル－フェニル
）－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（５－イソオキサゾル－５－イル－２－メチル－フェ
ニル）－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（５－イソオキサゾル－５－イル－２－メチル－フェ
ニル）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－｛５－［２－メチル－５－（３－メチル－イソオキサゾル－
５－イル）－フェニル］－ピリジン－２－イル｝－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－｛６－［２－メチル－５－（３－メチル－イソオキサゾル－
５－イル）－フェニル］－ピリジン－３－イル｝－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－ピリジン－３－イル－フェニル）
－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［６－（２－メチル－５－ピリジン－２－イル－フェニル）
－ピリジン－３－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］オキサジアゾル－
２－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］チアジアゾル－２
－イル－フェニル）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　４－クロロ－３－［６－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－
イル］－安息香酸プロピルエステル；
　４－クロロ－３－［６－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－ピリジン－３－
イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル；
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　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（５－フラン－２－イル－２－メチル－フェニル）－
ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チオフェン－２－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－フルオロ－Ｎ－［５－（５－フラン－３－イル－２－メチル－フェニル）－ピ
リジン－２－イル］－ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チオフェン－３－イル－フェニル
）－ピリジン－２－イル］－ベンズアミド；
　Ｎ－（５－（２－メトキシ－５－（オキサゾル－５－イル）フェニル）ピリジン－２－
イル）－４－メチル－１，２，３－チアジアゾール－５－カルボキサミド；
　Ｎ－（５－（５－（イソオキサゾル－５－イル）－２－メチルフェニル）ピリジン－２
－イル）－４－メチル－１，２，３－チアジアゾール－５－カルボキサミド
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（１，３，４－オキサジアゾル－
２－イル）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（オキサゾル－５－イル）フェニ
ル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　Ｎ－（５－（２－クロロ－５－（１，３，４－オキサジアゾル－２－イル）フェニル）
ピリジン－２－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（６－（２－クロロ－５－（チアゾル－２－イル）フェニル）ピリジン－３－イル
）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（６－（２－クロロ－５－（チアゾル－２－イル）フェニル）ピリジン－３－イル
）－２，６－ジフルオロベンズアミド塩酸塩；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（チアゾル－２－イル）フェニル
）ピリジン－３－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（１，３，４－オキサジアゾル－
２－イル）フェニル）ピリジン－３－イル）ベンズアミド；
　Ｎ－（６－（２－クロロ－５－（オキサゾル－２－イル）フェニル）ピリジン－３－イ
ル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（６－（２－クロロ－５－（オキサゾル－２－イル）フェニル）ピリジン－３－イ
ル）－２，６－ジフルオロベンズアミド塩酸塩；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（オキサゾル－５－イル）フェニ
ル）ピリジン－３－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（オキサゾル－５－イル）フェニ
ル）ピリジン－３－イル）ベンズアミド塩酸塩；または
　４－クロロ－２－フルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（オキサゾル－２－イル）
フェニル）ピリジン－３－イル）ベンズアミド；
　からなる群から選択される請求項１に記載の化合物、
またはこれらの薬学的に許容される塩、溶媒和物、包接化合物またはプロドラッグ。
【請求項１３】
　薬学的に許容される担体および請求項１～１２のいずれか１項に記載の化合物を含み、
任意に一種類以上の追加の治療薬を更に含む医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の化合物の有効量を含む、
免疫疾患の治療若しくは予防、
炎症症状の治療若しくは予防、
免疫系の抑制、又は、
アレルギー性疾患の治療若しくは予防のための医薬組成物。
【請求項１５】
請求項１～１２のいずれか１項に記載の化合物を含む、
細胞内の免疫細胞活性化を阻害するため、
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細胞内のサイトカイン産生を阻害するため、
免疫細胞活性化に関与するイオンチャネルを細胞内で調節するため、または、
抗原に反応してＴ細胞および／若しくはＢ細胞の増殖を阻害するための医薬組成物。
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